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大
阪
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
在
阪
経
済
４
団
体
は
３
日
、
大
阪
市
内
で
植
田
和
男
・
日
本
銀
行
総
裁
と
の
懇
談
会

を
開
い
た
。
大
商
か
ら
は
鳥
井
信
吾
会
頭
、
廣
瀬
恭
子
副
会
頭
、
本
荘
武
宏
副
会
頭
、
相
良
暁
副
会
頭
ら
が
出
席
。

鳥
井
会
頭
は
、
物
価
高
や
人
手
不
足
に
直
面
す
る
中
小
企
業
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
た
金
融
政
策
運
営
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
万
博
を
き
っ
か
け
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
へ
の
後
押
し
を
求
め
た
。
植
田
総
裁
は
、
中
小
企
業

等
の
実
情
を
丁
寧
に
確
認
し
て
い
く
と
応
じ
る
と
と
も
に
、
企
業
間
協
力
に
よ
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
社
会
実
装
の

重
要
性
に
理
解
を
示
し
た
。

日本銀行の植田和男総裁（右から２人目）との懇談会で発言す
る大商の鳥井信吾会頭（左端）�３日、大阪市

鳥
井
会
頭
は
、
原
材
料
高

や
人
件
費
の
上
昇
分
を
十
分

価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
収
益

が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
、
実
情
を
踏
ま
え
た
金
融

政
策
の
舵
取
り
を
求
め
た
。

ま
た
、
米
国
の
関
税
政
策
が

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
コ
ス

ト
圧
力
を
広
げ
か
ね
な
い
と

し
て
、
動
向
の
注
視
と
資
金

繰
り
支
援
を
要
望
し
た
。
加

え
て
、
２
０
２
５
年
大
阪
・

関
西
万
博
を
契
機
に
、
異
業

種
連
携
で
生
ま
れ
た
技
術
や

ア
イ
デ
ア
の
社
会
実
装
・
ビ

ジ
ネ
ス
化
に
向
け
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
中
小
企
業
へ
の

金
融
面
で
の
力
強
い
後
押
し

を
求
め
た
。植
田
総
裁
は「
中

小
企
業
の
実
情
を
き
め
細
か

く
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
」

「
中
小
企
業
が
直
面
す
る
厳

し
い
環
境
を
乗
り
越
え
て
い

く
た
め
に
も
、
企
業
間
協
力

に
よ
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の

社
会
実
装
は
不
可
欠
」
と
述

べ
た
。

千
田
忠
司
・
小
売
部
会
長

（
大
阪
市
商
店
会
総
連
盟
理

事
長
）
は
、
商
店
街
に
お
け

る
環
境
変
化
を
捉
え
た
付
加

価
値
創
出
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
述
べ
た
上
で
、
小
規
模

事
業
者
の
そ
れ
ら
の
投
資
に

対
し
、
地
域
金
融
機
関
か
ら

の
十
分
な
資
金
供
給
体
制
を

要
望
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
手
数
料
負
担

や
、
運
用
面
で
の
負
担
に
つ

い
て
述
べ
、
政
府
の
大
規
模

な
支
援
と
日
本
銀
行
と
の
連

携
を
求
め
た
。
植
田
総
裁
は

「
商
店
街
は
大
阪
の
魅
力
の

一
つ
。
新
た
な
取
り
組
み
を

通
し
て
成
長
が
続
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」「
官
民
で
協
力

し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
ふ
さ

わ
し
い
効
率
的
な
決
裁
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
」
と
応
じ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
大

阪
府
・
大
阪
市
の
２
０
２
６

年
度
予
算
等
へ
の
要
望
」
を

取
り
ま
と
め
、
７
日
に
大
阪

府
の
吉
村
洋
文
知
事
と
大
阪

市
の
横
山
英
幸
市
長
に
建
議

し
た
。

同
要
望
は
、
大
阪
府
・
大

阪
市
の
次
年
度
の
予
算
・
税

制
な
ど
に
関
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
。
万
博
で
大
阪

・
関
西
に
集
ま
っ
た
熱
量
を

保
ち
つ
つ
、
さ
ら
な
る
地
域

経
済
の
成
長
・
発
展
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
、

全
２１
項
目
を
取
り
ま
と
め

た
。万

博
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て

の
産
業
・
都
市
魅
力
の
高
度

化
に
関
し
、
成
長
志
向
の
中

小
企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
一
貫
支
援
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
集
積
に
向
け
た
大
規
模

発
信
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
メ

ド
テ
ッ
ク
分
野
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
コ
シ

ス
テ
ム
構
築
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
推
進
に
お
け
る
連
携
強

化
、
都
市
の
共
有
空
間
（
コ

モ
ン
ス
ペ
ー
ス
）
の
民
間
活

用
促
進
な
ど
を
要
望
。

万
博
を
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー

ド
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
促
進
に
関
し
て
は
、

中
小
企
業
の
海
外
展
開
支
援

や
外
国
企
業
の
大
阪
進
出
促

進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

Ｉ
Ｒ
も
見
据
え
た
持
続
的

な
観
光
振
興
に
向
け
て
は
、

大
阪
Ｉ
Ｒ
開
業
を
契
機
と
し

た
大
阪
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

産
業
の
高
度
化
、
宿
泊
税
を

活
用
し
た
持
続
可
能
な
観
光

産
業
の
振
興
な
ど
を
、
ま
た

中
小
企
業
支
援
に
関
し
て

は
、
小
規
模
事
業
経
営
支
援

事
業
費
補
助
金
の
増
額
を
要

望
し
た
ほ
か
、
中
小
企
業
の

人
手
不
足
対
策
に
対
す
る
支

援
も
求
め
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大阪を代表する伝統的畜産
物「合鴨」。古くは豊臣秀吉が
好んで食したともいわれる。
大和川を挟み大阪市に隣接

する松原市では、古くからア
ヒルや合鴨の生産が盛ん。松
原市内のツムラ本店が生産す
るブランド「河内鴨」は、一
日２００羽限定。孵化から飼育、
精肉までの全工程を自社で一
貫して行っている。口溶けの
良さや独特の脂身が特徴だ。
松原商工会議所からすぐ近

くの「フレンチ食堂 Bochi
Bochi」では、ディナーメニュ
ーとして河内鴨のロティ（焼
き料理）を提供。分厚いロー
ス肉にオリジナルの特製ソー
スを合わせていただける。河

内鴨のとろけるような柔らか
さとしっかりとした味わい
は、ワインや日本酒との相性
も抜群だ。
松原商工会議所自らも、レ

トルトパックの「まつばら合
鴨カレー」を開発。道の駅で
も取り扱われており、松原市
のふるさと納税の
対象にもなってい
る。
合鴨は松原を象

徴する都市ブラン
ドといえる存在
だ。

�特集�中小企業の事業引継ぎ
ハンズオン支援 �（松原商工会議所）
大阪商工会議所が取り組む「事業再生

・事業承継支援」について事例を交えて
紹介する。

当連載では、グレーターミナミ
の各商工会議所が各エリアの自慢
の食体験について紹介し、その魅
力を１年かけてお伝えします。 議員紹介・談話室 松井規代氏 �

万博で町工場７３社が技術力を発信 �

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

２８
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｏ

Ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
と
共
催
で
、

「
悩
め
る
ひ
と
り
情
シ
ス
の

た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
く
。

こ
れ
は
、
日
頃
の
悩
み
を

相
談
で
き
る
人
が
少
な
く
、

孤
独
や
不
安
を
抱
え
る
中
小

企
業
の
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当

者
を
対
象
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
や
情
報
交
換
を
支
援

す
る
も
の
で
、
今
回
は
「
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
を

主
題
に
開
く
。

基
調
講
演
で
は
、
日
本
プ

ル
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
の
チ
ー
フ

エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
、
警
察

大
学
校
講
師
の
増
田
幸
美
氏

が
登
壇
し
、「
戦
乱
の
世
の
情

報
戦
〜
大
坂
の
陣
に
学
ぶ
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
〜
」

と
題
し
、
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ

デ
ン
ト
の
実
態
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
、
大
坂
の
陣
に
例

え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
す
る
。
最
新
の
メ
ー
ル
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
紹

介
。中

核
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
守
秘
義
務
の
ル

ー
ル
の
も
と
、
少
人
数
グ
ル

ー
プ
で
、
各
社
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
対
策
状
況
や
課
題
・

悩
み
の
共
有
な
ど
、
本
音
で

語
り
合
え
る
場
を
提
供
す

る
。午
後
２
時
〜
６
時
２０
分
、

積
水
化
学
工
業
大
阪
本
社

（
大
阪
市
北
区
）
で
。
続
い

て
開
く
懇
親
会
は
、
午
後
６

時
３０
分
〜
８
時
。

【
問
合
せ
】
経
営
情
報
セ
ン

タ
ー
�
６
９
４
４
・
６
３
５

３

大阪商工会議所は「第１０回大阪クリ
エイトフェア」を１１月５～１１日、あべ
のハルカス近鉄本
店（大阪市阿倍野
区）で開く。
同事業は、近鉄

百貨店協力のも
と、大阪にゆかり
のあるデザイン性
の高いリビング製
品や服飾雑貨、食
品などを取り扱う
中小企業に販売機
会を提供し、大阪
らしいライフスタ
イルを発信するも
の。過去最多の応
募総数７９者から審
査を経て選ばれた
３６者が出展する。
「履いたそばか

らなじむ靴」をコ
ンセプトに革のカ
シミヤと呼ばれる鹿の革を使用した
「新井商店」、規格外品となった消防用
ホースや電車の引退車両部品を再利用
した「サンワード」、４種類のナッツと
おこしが詰まったキャラメル風味のお
こしバー「うめだＯＫＯＳＨＩファク
トリー」など、個性豊かな商品が勢ぞ
ろい（写真）。
午前１０時～午後８時（最終日
は午後３時）、ウイング館９階催
会場で。
問合せ 流通・サービス産業部

�６９４４・６４９３

閉会式のパフォーマンスプログラムにはミャクミャクらが参加し、会場を盛り上げた�１３日、大阪市此花区
の大阪・関西万博会場（提供：２０２５年日本国際博覧会協会）

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西

万
博
の
１
８
４
日
間
に
わ
た

る
会
期
を
締
め
く
く
る
閉
会

式
が
１３
日
に
開
か
れ
、
大
阪

商
工
会
議
所
か
ら
鳥
井
信
吾

会
頭
、
立
野
純
三
副
会
頭
、

東
和
浩
副
会
頭
、
吉
田
昌
功

副
会
頭
、�
瀬
恭
子
副
会
頭
、

井
内
摂
男
専
務
理
事
が
出
席

し
た
。

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下

ご
臨
席
の
下
、
石
破
茂
首
相

を
は
じ
め
と
す
る
政
府
関
係

者
、
自
治
体
・
経
済
界
関
係

者
、
参
加
国
代
表
者
ら
招
待

者
が
出
席
。

「For
the

Futur
es

」
を
テ
ー
マ
に
、
万
博
を

振
り
返
る
映
像
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
大
阪
・
関
西
万
博
宣
言

が
発
表
さ
れ
た
。
同
宣
言
に

は
、「
世
界
中
か
ら
の
来
場
者

と
と
も
に
万
博
を
共
創
し
つ

つ
、
大
屋
根
リ
ン
グ
に
体
現

さ
れ
る
『
多
様
で
あ
り
な
が

ら
、
ひ
と
つ
』
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
世
界
に
発
信
し
た
」

と
い
う
万
博
の
成
果
と
と
も

に
、「
世
界
の
人
々
が
未
来
社

会
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
に
資
す
る
こ
と
を
願
い
、

本
宣
言
と
す
る
」と
、将
来
に

向
け
た
希
望
が
記
さ
れ
た
。

次
回
２
０
３
０
年
に
登
録

博
覧
会
を
開
く
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
へ
の
Ｂ
Ｉ
Ｅ
（
博
覧
会

国
際
事
務
局
）
旗
の
旗
渡
し

式
も
行
わ
れ
た
。

翌
１４
日
に
は
、
公
益
社
団

法
人
２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会
協
会
主
催
に
よ
る

「
大
阪
・
関
西
万
博
歩
み
を

共
に
し
た
み
な
さ
ま
へ
の
感

謝
の
集
い
」
が
開
か
れ
、
大

商
か
ら
立
野
純
三
副
会
頭
、

�
瀬
恭
子
副
会
頭
、
井
内
摂

男
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

会
場
に
は
、
招
待
さ
れ
た

海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
出
展
者
や

企
業
・
団
体
関
係
者
ら
が
集

い
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
記

録
映
像
も
上
映
さ
れ
、
大
成

功
の
う
ち
に
閉
会
し
た
万
博

を
参
加
者
は
振
り
返
っ
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
の
来
場

者
数
は
、
２
９
０
１
万
７
９

２
４
人
（
う
ち
関
係
者
証
入

場
者
数
３
４
３
万
８
９
３
８

人
）、入
場
チ
ケ
ッ
ト
販
売
数

は
、
２
２
０
６
万
９
５
４
６

枚
と
な
っ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

人
間
の
能
力

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で

は
未
来
社
会
の
実
験
場
と
し

て
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
る
未
来
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
も
多
数
披
露
さ
れ
た
。
入

場
で
き
な
か
っ
た
パ
ビ
リ
オ

ン
も
あ
っ
た
が
、
実
用
化
が

待
ち
遠
し
い
▼
は
じ
め
て
新

し
い
技
術
に
感
動
し
た
の
は

電
卓
で
あ
っ
た
。
正
し
い
答

え
が
簡
単
に
で
る
電
卓
に
世

紀
の
大
発
明
だ
と
ワ
ク
ワ
ク

し
た
。
こ
れ
で
算
数
の
宿
題

は
す
ぐ
で
き
る
、
そ
の
う
ち

自
動
翻
訳
も
可
能
に
な
る
の

で
英
語
の
勉
強
は
不
要
と
高

を
括
っ
て
い
た
▼
近
年
、
Ａ

Ｉ
が
急
速
に
進
展
し
、
計
算

や
翻
訳
に
と
ど
ま
ら
ず
、

様
々
な
分
野
で
効
率
化
や
生

産
性
の
向
上
に
役
立
っ
て
い

る
。
一
方
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
Ａ
Ｉ
に
託
す
よ
う
に
な
る

と
、
努
力
や
知
識
を
得
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
、

本
来
人
間
が
有
し
て
い
る
能

力
を
発
揮
し
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
す
る
声
も

あ
る
▼
先
日
、
珠
算
日
本
一

を
競
う
大
会
を
観
戦
し
た
。

決
勝
戦
は
コ
ン
マ
０
秒
以
下

で
決
す
る
ま
さ
に
神
業
の
よ

う
な
速
さ
で
、
見
て
い
て
興

奮
し
た
。
才
能
と
努
力
の
賜

物
で
あ
ろ
う
が
、
改
め
て
人

間
の
能
力
に
感
心
し
た
。
今

後
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
領
域
は
さ

ら
に
拡
大
し
、
Ａ
Ｉ
な
し
で

は
仕
事
が
で
き
な
い
と
い
う

日
も
遠
く
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
Ａ
Ｉ
と
人
間
の
対
決
と

い
う
企
画
が
あ
る
と
人
間
を

応
援
し
た
く
な
る
。
（
寧
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
「
大
商
手
帳
（
２

０
２
６
）」を
１１
月
４
日
か
ら
会
員
の
皆
様

に
進
呈
し
ま
す
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

大阪ゆかりのすてきなもの集合
大阪クリエイトフェア

日日
銀銀
総総
裁裁
とと
懇懇
談談

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強
化
へ

鳥
井
会
頭

中
小
の
現
状
に
応
じ
た
金
融
政
策
を

千
田
部
会
長

商
店
街
の
成
長
に
向
け
支
援
求
め
る

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
者
の
人
脈
づ
く
り
の
機
会

▼詳細は
こちら

会員の皆様に

大商手帳を進呈

大
阪
府
・
大
阪
市
に
要
望

来
年
度
予
算
に
全
２１
項
目

大
阪
・
関
西
万
博
閉
幕

�
多
様
で
あ
り
な
が
ら
、ひ
と
つ
�

▼詳細は
こちら

�６�

味
わ
う

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

秀吉由来の絶品合鴨

河
内
鴨（
松
原
市
）

２０２５年（令和７年）１０月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３８６（１）
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提供：テレビ大阪

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
〜

９
日
、
大
阪
府
、
大
阪
市
と

と
も
に
構
成
す
る
「
実
証
事

業
推
進
チ
ー
ム
大
阪（
以
下
、

『
推
進
チ
ー
ム
』）」
で
、
竹

中
工
務
店
を
代
表
法
人
と
す

る
海
床
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
水
上
安
全
協
会
が

共
同
で
実
施
す
る
都
市
型
自

動
運
転
船
「
海
床
（
う
み
ど

こ
）
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
よ
る
都

市
の
水
辺
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
実
証
実
験
を
支

援
し
た
。

「
海
床
ロ
ボ
ッ
ト
」と
は
、

海
や
運
河
・
河
川
な
ど
の
水

面
に
浮
か
べ
た
床
（
９
平
方

�
）
が
自
動
で
離
着
岸
す
る

自
動
運
転
船
の
こ
と
。
５
回

目
と
な
る
今
回
の
実
証
実
験

で
は
、
前
回
実
験
で
得
た
水

域
環
境
デ
ー
タ
を
「
海
床
ロ

ボ
ッ
ト
」
の
航
行
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
反
映
さ
せ
、
高
精
度
な

自
己
位
置
制
御
と
自
動
運
転

が
可
能
で
あ
る
か
を
大
阪
城

公
園
の
東
外
堀
で
検
証
し

た
。実

証
実
験
で
得
た
結
果
を

も
と
に
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
は
「
海
床
ロ
ボ
ッ
ト
」
の

社
会
実
装
に
向
け
て
必
要
な

技
術
検
証
を
進
め
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

エスワティニ王国貿易投資促進局
と大阪商工会議所が相互協力の覚
書を締結

大阪商工会議所とエスワティニ
王国貿易投資促進局は１０月１０日、
相互協力覚書を締結した。
この覚書は、万博を契機に大阪

企業との関係構築、および大阪と
エスワティニの両地域の交流促進
を目指す同機関の要望に応えたも
の。大商としても、注目の高まる
アフリカ諸国とのビジネス交流促
進と活性化の契機となることを期
待している。
署名はエスワティニ王国貿易投

資促進局のシバニ・ムゴメズＣＥ
Ｏ（写真左）と大商の井内摂男専
務理事（同右）が行った。

ポーランド・日本投資フォーラム
で鳥井会頭が開会あいさつ

大阪商工会議所の鳥井信吾会頭
（写真）は９月３０日、「ポーランド
・日本投資フォーラム」（主催�ポ
ーランド投資貿易庁）に出席し、
開会のあいさつをした。
同フォーラムには、万博を機に

来日したポーランド開発・技術省
のミハウ・ヤロス副大臣をはじ
め、多数のポーランド政府関係者
や企業団が参加した。
鳥井会頭はあいさつの中で、ポ

ーランドにおける科学技術産業、
自動車産業、製造業、ＩＣＴ分野
の近年の著しい発展に触れ、両国
企業間のさらなる連携拡大への期
待を述べた。

中企庁長官と中小機構理事長が立
野副会頭の案内で万博を視察

（左から）中小企業基盤整備機構の
宮川正理事長、大商の立野純三副会
頭、中小企業庁の山下隆一長官、出
展者・セキセイの西川雅夫会長�１０
月３日、大阪・関西万博会場

大阪ヘルスケアパビリオン内展
示エリア「リボーンチャレンジ」
を１０月３日、山下隆一中小企業庁

長官、宮川正中小企業基盤整備機
構理事長が立野純三・大阪商工会
議所副会頭の案内で、視察した。
同エリアは、大商と大阪産業局

が全体の企画・運営を担い、週替
わりで中小企業・スタートアップ
のべ４３２社が出展する。
山下長官と宮川理事長は、出展

者の説明を受けながら視察。立野
副会頭は、「万博を目指し、技術・
サービスを磨いてきた中小企業・
スタートアップを引き続き、支援
してほしい」と要望した。

テレビ大阪�ＥＸＰＯビジネスフ
ォーラム�に�瀬副会頭らが登壇

ビジネスリーダーらが関西経済
の未来について議論する「ＥＸＰ
Ｏビジネスフォーラム」が１０月８
日、大阪・関西万博会場内で開か
れた。
大阪商工会議所の�瀬恭子副会

頭（写真左）は、「企業の挑戦�万
博レガシー」をテーマにしたパネ
ル討論に登壇。「万博を通じた共創
や挑戦をビジネスにつなげていく
ことが重要だ」と、京阪神の商工
会議所で支援の輪を広げたい考え
を示した。
大阪ヘルスケアパビリオン「リ

ボーンチャレンジ」に出展したリ
ゲッタの高本泰朗社長（同右）、Ｏ
ＳＡＫＡ町工場ＥＸＰＯの目黒充
明代表（同中央）も登壇した。

タイ投資促進セミナーで森島国際
ビジネス委員長があいさつ

大阪商工会議所は１０月８日、タ
イ東部経済回廊事務局（ＥＥＣ
Ｏ）、タイ工業団地公社（ＩＥＡＴ）
とともに、「タイ・ＥＥＣにおける
ビジネス機会」と題したセミナー、
ビジネスマッチング会を開き、約
４０人が参加した。
森島弘光国際ビジネス委員長

（丸紅執行役員 大阪支社長）（写
真）の開会あいさつの後、ＥＥＣ
のチュラー・スックマーノップ事
務局長、ＩＥＡＴのナリニー・カ
ーンチャナマイ副総裁らがＥＥＣ
への投資機会について講演。続い
て、現地工業団地関係企業４社が
最新の開発状況について紹介し
た。セミナー後は日本企業との商
談機会を設け、活発な交流が行わ
れた。

セネガル国民議会副議長が森島国
際ビジネス委員長を表敬訪問

セネガル国民議会のムベネ・フ
ェイ副議長（写真左）が１０月３日、
大阪商工会議所の森島弘光国際ビ
ジネス委員長（丸紅執行役員 大
阪支社長）（同右）を表敬訪問した。
合計５人の国民議会議員も同席

し、日本企業とセネガル企業との
今後の交流や、両国における商工
会議所の持つ役割について意見交
換した。
森島委員長は、万博は多くの方

にセネガルを知ってもらうきっか
けとなっており、今後の両国の連
携がより一層深まることを願って
いると述べた。フェイ副議長は、
両国の商工会議所や輸出促進庁な
どとの交流を深めることで、新し
い協力関係の在り方を模索したい
と期待を示した。

ウガンダ共和国貿易・産業・協同
組合省大臣が鳥井会頭と面談

ウガンダ共和国のウィルソン・
ムバス・ムバディ貿易・産業・協
同組合省大臣（写真左）をはじめ
とする代表団一行が１０月７日、大
阪市内で大阪商工会議所の鳥井信
吾会頭（同右）と面談した。
鳥井会頭は「大阪は多様な分野

の中小企業が活躍し、活気がある
商業の都市である。国際ビジネス
にも積極的に取り組んでおり、今
後両地域の関係がより深まること
を願っている」と述べた。
ムバディ大臣は、資源、地理的

要因で優位性のあるウガンダと在
阪企業のビジネス交流がより一層
活発になるよう緊密に連携してい
くことへの期待を示した。
今年６月に大商とＭＯＵを締結

したウガンダフリーゾーン輸出促
進庁（ＵＦＺＥＰＡ）のヘズ・ア
リンダ事務局長も同席し、同国と
関西地域の貿易促進などについて
意見交換した。

モンゴル国商工会議所のマグナイ
バータルＣＥＯが井内摂男専務理
事を表敬訪問

モンゴル国商工会議所のツェン
ドスレン・マグナイバータルＣＥ
Ｏ（写真左）が１０月１０日、大阪商
工会議所を訪れ、井内摂男専務理
事（同右）を表敬訪問した。
両商工会議所は、７月に大阪・

関西万博のモンゴル国ナショナル
デーに合わせて、連携強化を目的
とする相互協力に関する覚書を締
結。今回の訪問では、今後の協力
関係のさらなる発展に向けて活発
な意見交換が行われた。
マグナイバータルＣＥＯは、万

博の成功に対する祝意を示し、井
内専務理事は、万博を契機に築か
れた両商工会議所の関係を今後一
層発展させていく意向を示した。
両者はモンゴル企業と日本企業

の連携促進など、民間レベルでの
交流をさらに深化させていく方針
を共有した。
なお、モンゴル国商工会議所か

ら、記念品として「モンゴル書道
の作品」が贈呈された。

実
証
実
験
を
す
る
都
市
型
自
動

運
転
船
「
海
床
ロ
ボ
ッ
ト
」
�

７
〜
９
日
、
大
阪
城
公
園
東
外

堀
（
大
阪
市
中
央
区
）

自
由
民
主
党
新
総
裁
選
出
に

つ
い
て

国
内
外
の
政
治
・
経
済
情

勢
が
大
き
な
変
革
期
に
あ
る

な
か
、
高
市
新
総
裁
に
は
、

中
長
期
を
見
据
え
、
わ
が
国

が
進
む
べ
き
道
筋
、
成
長
戦

略
を
明
確
に
示
し
、
着
実
に

実
行
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
た
い
。
関
西
か
ら
の
選
出

で
女
性
初
の
総
裁
と
な
る
高

市
新
総
裁
の
手
腕
に
大
い
に

期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
の
政
策
の
空
白

は
許
さ
れ
な
い
。
野
党
と
の

政
策
協
調
を
含
む
政
府
・
与

党
の
体
制
を
速
や
か
に
固

め
、
山
積
す
る
国
内
外
の
課

題
に
果
断
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
と
り
わ
け
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱
え

る「
人
手
不
足
」「
価
格
転
嫁
」

「
米
国
の
関
税
政
策
へ
の
対

応
」
等
へ
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
強
く
求
め
る
。

ま
た
、
間
も
な
く
閉
幕
を

迎
え
る
大
阪
・
関
西
万
博
の

成
果
を
、
日
本
の
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
継
承
し
て
い
く
た

め
、
大
阪
・
関
西
の
み
な
ら

ず
、日
本
の
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
、

具
体
策
の
検
討
を
早
急
に
進

め
ら
れ
た
い
。
な
か
で
も
、

万
博
で
展
示
・
活
用
さ
れ
た

新
技
術
や
ア
イ
デ
ア
の
社
会

実
装
を
、
２１
世
紀
の
日
本
の

成
長
の
た
め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
い
た
だ
き
た
い
。（

４
日
）

◇

坂
口
志
文
大
阪
大
学
特
任

教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
受
賞
に
つ
い
て

坂
口
志
文
大
阪
大
学
特
任

教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
受
賞
を
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
る
大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
期
間
中
に
、
大
阪
ゆ
か

り
の
坂
口
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
大
阪
商
工
会
議
所
と
し

て
も
大
阪
・
関
西
か
ら
ノ
ー

ベ
ル
賞
が
出
た
こ
と
を
非
常

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
快
挙
は
、
万
国
博

覧
会
後
の
大
阪
・
関
西
の
研

究
や
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
機
運
を
い
っ
そ
う
高
め

る
契
機
と
な
る
で
し
ょ
う
。

（
６
日
）

◇

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
の
閉
幕
に
つ
い
て

世
界
１
５
８
カ
国
・
地
域

が
６
カ
月
間
に
わ
た
り
一
堂

に
集
っ
た
大
阪
・
関
西
万
博

が
、
大
成
功
の
う
ち
に
閉
幕

し
た
。
招
致
活
動
を
含
め
、

こ
の
万
博
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た

い
。大

阪
商
工
会
議
所
で
は
、

万
博
会
期
中
に
、
海
外
関
係

の
取
り
組
み
と
し
て
計
５
１

８
件
に
対
応
し
、
セ
ミ
ナ
ー

・
商
談
会
の
開
催
、
計
２０
カ

所
と
の
連
携
協
定
・
覚
書
の

締
結
を
行
っ
た
ほ
か
、
全
国

の
商
工
会
議
所
か
ら
は
４
６

３
団
体
の
万
博
視
察
団
を
受

け
入
れ
た
。
ま
た
、
大
阪
ヘ

ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
の

「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

に
お
け
る
中
堅
・
中
小
企
業

４
３
２
社
の
出
展
支
援
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

を
通
じ
た
万
博
関
連
受
注
３１

件
の
支
援
な
ど
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
ま
ち
の
魅
力
を
発

信
す
る
「
ま
ち
ご
と
万
博
」

の
推
進
や
、
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
よ
る
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー
ク

事
業
の
支
援
な
ど
、
多
方
面

の
取
り
組
み
を
展
開
し
、
総

力
を
あ
げ
て
、
万
博
成
功
に

邁
進
し
て
き
た
。

地
元
開
催
を
通
じ
て
、
万

博
の
事
業
効
果
の
大
き
さ
、

世
界
性
を
再
認
識
で
き
た
。

今
後
は
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

の
両
面
に
お
い
て
、
万
博
の

効
果
を
最
大
限
に
生
か
せ
る

よ
う
、
レ
ガ
シ
ー
を
脈
々
と

引
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
げ
る
よ
う
、
尽
力
し
て

ま
い
り
た
い
。

（
１３
日
）

同
志
社
大
文
学
部
英
文
学

科
卒
、
京
都
・
大
阪
支
店
で

も
勤
務
し
、
そ
の
後
、
名
古

屋
支
店
、
東
京
の
本
社
、
岡

山
支
店
な
ど
で
勤
め
た
。
１

９
９
６
年
に
結
婚
し
た
が
、

夫
君
は
大
阪
に
本
社
が
あ
る

企
業
に
勤
務
し
て
い
た
た

め
、
本
人
は
単
身
赴
任
。

「
週
末
の
た
び
に
、
大
阪

に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。毎
週
、

そ
の
変
貌
ぶ
り
に
び
っ
く

り
。
特
に
大
阪
駅
北
側
の
グ

ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
、
グ
ラ
ン
グ

リ
ー
ン
は
見
る
た
び
に
変
わ

っ
て
い
て
…
…
」

大
阪
・
関
西
万
博
に
は
開

幕
前
か
ら
か
か
わ
っ
て
い

た
。
万
博
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

カ
ラ
ー
の
特
別
デ
ザ
イ
ン
機

を
就
航
さ
せ
、
石
川
県
立
七

尾
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
・

家
族
を
招
待
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
応
援
し
た
。
空
飛
ぶ

ク
ル
マ
の
デ
モ
飛
行
も
実

施
、
事
業
化
を
模
索
す
る
。

大
阪
支
店
時
代
、
日
本
航

空
・
日
本
エ
ア
シ
ス
テ
ム
統

合
や
新
幹
線
品
川
駅
開
業
に

危
機
感
を
覚
え
、
Ｊ
Ｒ
新
大

阪
駅
ま
で
出
向
き
、
乗
客
の

意
向
を
調
査
し
た
。
現
場
で

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ

た
。機

内
・
ラ
ウ
ン
ジ
企
画
担

当
と
し
て
、
全
国
４７
都
道
府

県
の
酒
造
組
合
・
同
組
合
連

合
会
と
提
携
し
、関
西
空
港
、

成
田
空
港
な
ど
の
ラ
ウ
ン
ジ

に
、
各
地
の
日
本
酒
・
焼
酎

・
沖
縄
の
古
酒
な
ど
の
人
気

銘
柄
を
並
べ
た
。

大
阪
は
、
今
で
も
東
京
に

次
ぐ
拠
点
で
あ
る
。
関
連
会

社
が
難
波
に
観
光
客
向
け

に
、
シ
ャ
ワ
ー
室
を
含
む
施

設
を
設
置
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
支
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
る
な
ど
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル

ー
プ
と
し
て
振
興
に
努
力
す

る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

好
き
な
漢
字
は「
楽
」。
こ

れ
は
、
楽
を
す
る
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、「
楽
し
く
な
る

た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
」と
い
う
意
味
だ
。
ま
た
、

か

じ
つ

同
様
に
「
華
を
去
り
実
に
就

く
」と
い
う
言
葉
も
好
き
だ
。

目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
実
を

結
ぶ
動
き
と
教
わ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
な
い
、
と
と
ら
え
て

い
る
。

（
細
）

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

都
市
型
自
動
運
転
船�
海
床
ロ
ボ
ッ
ト
�

大
阪
城
公
園
東
外
堀
で
の
実
証
実
験
支
援

�都市開発のスピードにびっくり�

全
日
本
空
輸
大
阪
支
店
長

ま
つ

い

の
り

よ

松
井

規
代
氏

（２）２０２５年（令和７年）１０月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８６



大大商商ののががんんばばるる会会員員ささんんをを紹紹介介ししまますす！！

大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

																																	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

強い会社を作る経営幹部の数字の見方・使い方講座強い会社を作る経営幹部の数字の見方・使い方講座強い会社を作る経営幹部の数字の見方・使い方講座強い会社を作る経営幹部の数字の見方・使い方講座
数字を見える化したら業績があがるという命題を数字の見せ方と見方から解説！数字を見える化したら業績があがるという命題を数字の見せ方と見方から解説！数字を見える化したら業績があがるという命題を数字の見せ方と見方から解説！

な ぜ か 伝 わ ら な い 人 の 話 し 方 改 善 講 座な ぜ か 伝 わ ら な い 人 の 話 し 方 改 善 講 座な ぜ か 伝 わ ら な い 人 の 話 し 方 改 善 講 座な ぜ か 伝 わ ら な い 人 の 話 し 方 改 善 講 座
話すことが苦手な方、自信がない方にオススメ！話すことが苦手な方、自信がない方にオススメ！話すことが苦手な方、自信がない方にオススメ！

Ｉ Ｓ ＯＩ Ｓ Ｏ 1 4 0 0 11 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研内 部 監 査 員 研 修Ｉ Ｓ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修Ｉ Ｓ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修
ＩＳＯ14001：2015 内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行

営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指導営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指導営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指導
営業マナーと営業基礎力養成セミナ営業マナーと営業基礎力養成セミナー営業マナーと営業基礎力養成セミナー営業マナーと営業基礎力養成セミナー

契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座
契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！

I l l u s t r a t o rI l l u s t r a t o r 基 本 講基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座
Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！

い つ も の 仕 事 に 一 工 夫 で 職 場 が 活 性 化い つ も の 仕 事 に 一 工 夫 で 職 場 が 活 性 化 ！い つ も の 仕 事 に 一 工 夫 で 職 場 が 活 性 化 ！い つ も の 仕 事 に 一 工 夫 で 職 場 が 活 性 化 ！
女性社員のためのワンランクアップ仕事術講女性社員のためのワンランクアップ仕事術講座女性社員のためのワンランクアップ仕事術講座女性社員のためのワンランクアップ仕事術講座

コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！
人間関係改善！コミュニケーション講人間関係改善！コミュニケーション講座人間関係改善！コミュニケーション講座人間関係改善！コミュニケーション講座





















 























日商ネット試験
検定情報ダイヤル ☎050・5541・8600

検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

◆リテールマーケティング（販売
士）検定
マーケティング知識を活かした

販売促進企画の立案や売場づく
り、接客の技術、在庫管理など実
践的な専門知識を身につ
ける。大阪市内のテスト
センターなどで随時受験
可能。
◆日商ＰＣ検定
企業実務における文書作成や表

計算などのアプリケーションソフ
トの利活用能力、ＩＴの利活用に
資する知識・スキルを判
定。試験の種類は「文書
作成」「データ活用」「プ
レゼン資料作成」。
◆電子会計実務検定
簿記の理論・知識をもとに、会

計ソフトから得られる会計情報を
分析・活用し、経営に役
立てる能力を判定する。
試験には会計ソフトを使
用。
◆日商プログラミング検定
情報技術の基盤となるプログラ

ミングスキルに４つのレベルを設
定して能力を問う。
試験内容はプログラミ

ングに関するものに限
定。

◆メンタルヘルス・マネジメント
検定受験対策ＷＥＢ講座【オンデ
マンド配信】
◎�種（マスターコース）

開講期間 １１月４日まで（全４講、
１講につき４時間３０分
～５時間３０分）希望の
講のみ受講可能。

◎�種（ラインケアコース）
開講期間 来年３月１６日まで（約

６時間、視聴可能期間
は８週間）

◎�種（セルフケアコース）
開講期間 来年３月１６日まで（約

５時間、視聴
可能期間は６
週間）

◆ビジネス会計検定２級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト２級（第６版）の

内容を、２０講座に分けて解説。２１
講座目には第３４回試験の総合問題
演習・解説を実施。
開講期間 来年３月２７日まで�視

聴可能期間１６
週間、全２１講
座（約９時
間）�

◆ビジネス会計検定３級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト３級（第５版）の

内容を、１６講座に分けて解説。１７、
１８講座目には第３４回試験の総合問
題演習・解説を実施。
開講期間 来年３月２７日まで�視

聴可能期間１２
週間、全１８講
座（約８．５時
間）�

大阪商工会議所は、「営業マナ
ーと営業基礎力養成セミナー」
を開催する。
これからの会社を背負って立

つ若手・新任営業担当者を対象
に、プロとしての意識付けをは
じめ、トップセールスが必ず身
につけている営業マナーや商談
の基本スキル、営業における効
率の良い仕事の進め方について

ポイントを絞っ
て詳しく解説す
る。
講師は、ＥＭ

Ｉコンサルティ
ングの福井充雄
代表。

１２月３日午前１０時～午
後５時。

大阪商工会議所は、「人間関係
改善�コミュニケーション講
座」を開催する。
同講座では、コミュニケーシ
ョンを改めて見直し、日々の業
務を円滑に進めるためのポイン
トを学ぶ。コミュニケーション
について少人数で学びなおすこ
とができる。
講師は、日本プレゼンテーシ

ョン教育協会の
西原猛代表理
事。１１月２５日午
前１０時３０分～午
後５時３０分。ワ
ンストップビジ
ネスセ

ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

福井充雄氏

西原猛氏

大阪商工会議所は、「ＩＳＯ
１４００１内部監査員研修」を開催す
る。
環境マネジメントシステムＩ

ＳＯ１４００１は、組織の活動におけ
る環境との関わりを明確にし、
日常業務において管理可能な環
境活動を行うことで、ＳＤＧｓ
やカーボンニュートラルを含め
た組織に求められる環境対応が
具体化できる。
同研修では、ＩＳＯ１４００１の仕

組みを解説する
とともに、要求
事項の内容や監
査方法について
演習を交えて理
解する。
講師は、エル

アンドピーネットワークの橋本
佳和代表取締役。１２月
４日午前１０時～午後５
時。

大阪商工会議所は、「女性社員
のためのワンランクアップ仕事
術講座」を開催する。
企業における女性の活躍が期
待される中、能力が十分に発揮
されていないケースがある。
同講座では、モチベーション
アップやコミュニケーション力
アップにつながる仕事術を習得
する。働く女性ならではの情報
を取り入れ、女性社員が「仕事

に自信がもて
る」ように、ス
キルとマインド
のワンランクア
ップを目指す。
講師は、ＫＯ

ＹＯの井上幸葉
代表取締役。１１月２６
日、午前１０時～午後５
時。

橋本佳和氏

井上幸葉氏

大阪商工会議所は、「なぜか伝
わらない人の話し方改善講座」
を開催する。
うまく話せない、伝わらない

と人間関係は悪化し、仕事は進
まず、ストレスも溜まる。
同講座では、１５年以上にわた

り、話し方・コミュニケーショ
ンについて教え続けるプロ講師
が、伝わる話し方のコツを、演

習を交えながら、楽しくわかり
やすく伝授する。
講師は、日本プレゼンテーシ

ョン教育協会の西原猛代表理
事。１２月１０日午前１０時３０分～午
後５時３０分。ワンストップビジ
ネスセンター大阪本町
（大阪市西区）で。

大阪商工会議所は、グラフィ
ックソフト「Illustrator基本講
座」を開催する。
「Illustrator」は、１歩進んだ
クオリティの高い制作物を作る
ことができる。
同講座は、パンフレットをサ
ンプルにして、台紙作成、オブ
ジェクト作成、文字作成などを

行いながら、Illustratorの「ルー
ル」と基本的な操作を身につけ
る。（ＰＣ・ソフトは会場で用
意）
講師はＴｏｏ専属講師。１１月

２６日午前１０時～午後５
時、江戸堀ヤタニビル
６階（大阪市西区）で。

さくら鍼灸院（住吉区、鉢嶺佳弥
美代表）は２００６年に開業し、来年、
２０周年を迎える。頭痛や肩こり、腰
痛、不眠、腹痛などの症状に丁寧な
カウンセリングと施術を行い、更年
期、不妊、逆子やつわりなど、妊娠
中の不調、女性特有の悩みにも優し
く寄り添う。最近は、目まいや消化
器の弱り、抗がん剤の副作用や心の
不調を抱える患者も増えている。東
洋医学に基づくきめ細かい問診と治
療で症状の原因を探り、心身の回復
をサポートする。
鉢嶺代表はなぎなた錬士として、

大阪城公園内の修道館と住吉大社内
の住吉武道館で週２回指導し、治療
に運動療法も積極的に取り入れてい
る。また、公式LINEやInstagramを
活用し、養生、鍼灸、運動療法やな
ぎなたの魅力を日々発信している。

スポーツニシタニ（此花区、西谷
志郎代表）は、大阪市此花区で約４０
年営業する野球用品がメインのスポ
ーツ店。野
球商品を中
心に、各種
スポーツ用
品・ウエア
全般・体育
器具など、
幅広いジャ
ンルの商品
を取り扱っ
ている。
西谷代表

は軟式野球
連盟の事務
局も務め、
公認の審判
員 で も あ
る。地元のスポーツイベントやレク
リエーション活動では、卓球やグラ
ンドゴルフの人気が高く、用具を提
供し地域振興を図っている。
昨今、街のスポーツ店が減少して

おり、スポーツ用品の修繕ができる
店が少なくなるなか、ガット張り替
え、卓球ラバー、グラブ、ミット革
紐修理など対応可能な貴重な存在と
して評価され、遠方からもお客様が
来店している。親子２代で運営して
おり、気さくで大変親しみやすいお
店である。

大阪商工会議所は「契約のし
くみと法律実務基礎講座」を開
催する。
同講座では、営業や法務・経
理担当社員向けに、多くの訴訟
を経験し、企業法務・経営法務
の実務に日頃から関わっている
弁護士が、「よくある失敗例」や
「残念な契約条項例」を紹介し、
契約におけるモノの見方や考え
方、立証の智慧と工夫・ノウハ

ウをわかりやす
く伝授する。
講師は弁護士

法人色川法律事
務所の鳥山半六
弁護士・弁理
士。１２月２日午

後１～５時。オンライ
ン受講可。

大阪商工会議所は、「強い会社
を作る経営幹部の数字の見方・
使い方講座」を開催する。
数字に弱い経営幹部・管理職

が多いと、企業は客観的な議論
ができず、現状を見誤ってしま
い、経営において次の一手を打
つことができなくなる。
同講座では、なぜ「数字力」

が必要なのか、どこの「数字」
をどのように見ればいいのかを
詳しく解説し、経営者・経営幹

部・管理職が身
に付けておきた
い経営に生かせ
る「数字力」を、
感覚的、体感的
に強化すること
を目指す。

講師は、御堂筋税理士法人の
隣友也税理士。１２月５
日午前１０時～午後５
時。

鳥山半六氏 隣友也氏

�若手・中堅社員のためのライ
フ＆キャリアデザイン研修
～組織の中でキャリアの方向
性が見える�明日から前向き
に仕事に取り組める
大阪商工会議所は「若手・中堅

社員のためのライフ＆キャリアデ
ザイン研修」を開催する。
コーチングとキャリア理論を組

み合わせた、オリジナルのキャリ

ア応援プログラムで構成。
キャリア心理学とＮＬＰコーチ

ングをベースに、自己理解を深め、
自分の強みや価値観、ありたい姿
を確認しながら、自分のライフ＆
キャリアについて自律的に考え
る。
日 時 １１月５日１０：００

～１７：００
講 師 オフィスムーブ

の�田美雪代表
取締役

�「関係力」を磨き、生産性を
上げるためのコーチング半日
速習講座～実践演習など体験
を通じて、楽しみながらコー
チング手法を学ぶ
大阪商工会議所は、「『関係力』

を磨き、生産性を上げるためのコ
ーチング半日速習講座」を開く。
より良いチームを作っていきた

いが、部下指導に限界を感じてい
る管理職やリーダーは多い。相手
に問いかけ、傾聴し、承認しなが
ら、課題や目標への自発的な気付
きを促す「コーチング」を、演習
などの体験を通じて習得する。
日 時 １１月１１日１３：００～１７：００
講 師 コーチングオフ

ィスAUBE PR
OJETの黒田晴
美代表

阪堺電車・我孫子道より徒歩２分。
ガラス張りで、明るい店構え

検定試験の最新
情報はこちらから

少年の夢も、大人の本
気もこの棚から始まる
�

１１、１２月開催の講座・研修

長年にわたり患者さんに寄り添い、
健康を支えてきた鍼灸院

スポーツ用品販売だけではなく、修
理も得意な、街のスポーツ屋さん

２０２５年（令和７年）１０月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８６（３）
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部　会
大商会員限定

セミナー・イベント 

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

２３
日
、「
２
０
２
５
年
度
会
員

交
流
大
会
」
を
開
催
す
る
。

第
１
部
で
は
建
築
家
で
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
安
藤
忠

雄
氏
が
「
大
阪
を
盛
り
上
げ

る
―
勝
利
の
方
程
式
は
自
分

で
つ
く
れ
―
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
す
る
。

こ
の
ほ
か
今
年
、
新
入
会

員
を
多
数
紹
介
い
た
だ
い
た

「
組
織
基
盤
強
化
貢
献
者
」

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
や
大
阪

の
地
域
経
済
・
産
業
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
方

を
表
彰
す
る
「
大
阪
活
力
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
２
５
」
の
表

彰
式
も
行
う
。

第
２
部
で
は
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
場
を
提
供

す
る
た
め
、
立
食
形
式
で
の

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施
す

る
。午

後
３
時
３０
分
〜
６
時
３０

分
、
大
商
で
。
第
１
部
は
無

料
。
第
２
部
の
交
流
パ
ー
テ

ィ
ー
は
参
加
費
７
０
０
０

円
。
定
員
は
第
１
部
６
０
０

人
、
第
２
部
２
５
０
人
（
申

し
込
み
先
着
順
）。
会
員
限

定
。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
７
７

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

５
日
、
独
立
行
政
法
人
大
阪

産
業
技
術
研
究
所
（
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
）
と
公
益
財
団
法
人
大

阪
産
業
局
が
運
営
す
る
も
の

づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

大
阪
（
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
）
と
連

携
し
「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
・
Ｍ
Ｏ

Ｂ
Ｉ
Ｏ
技
術
シ
ー
ズ
・
研
究

成
果
発
表
会
」
を
開
く
。

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

研
究
機
関
が
持
つ
革
新
的
な

研
究
内
容
を
中
小
企
業
の
課

題
解
決
に
結
び
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
多
岐

に
わ
た
る
分
野
の
最
新
研
究

成
果
を
一
挙
に
紹
介
。
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
や
大
学
の
研
究
者
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
直
接

面
談
で
き
る
時
間
も
設
け

る
。
自
社
だ
け
で
は
解
決
が

難
し
い
課
題
に
つ
い
て
個
別

に
相
談
し
、
大
阪
の
も
の
づ

く
り
企
業
が
抱
え
る
技
術
的

課
題
の
解
決
や
新
事
業
の
創

出
を
後
押
し
す
る
。
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

◆生活用品、建設・建材、食料、
運輸 合同部会
日 時 １１月１９日１４：３０～１６：００
場 所 大阪商工会議所
議題� 建設・建材部会／運輸部

会 各副部会長の選任
議題� 生活用品部会／建設・建

材部会／食料部会／運輸
部会 各常任委員の委嘱

議題� 講演「夢と冒険 モンベ
ル７つのミッション」モ
ンベルの辰野勇会長兼Ｃ
ＥＯ

問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３

◆２０２５年度貿易実務セミナー～輸
出入の流れと用語解説（全２回）
貿易実務の未経験者や初心者を

対象に貿易実務の基礎知識から法
改正、貿易実務の世界動向につい
て輸出側からの説明をメインに講
義形式で解説する。
講師は関西大学の�田友之名誉

教授。
日 時 １１月４、６日各日とも

１０：００～１７：００（全２回）
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部�６９４４・６４１１
◆一瞬のチャンスを逃さない�海
外展示会での英会話術講座
海外展示会に挑戦する中小企業

や海外向け担当者を対象に、海外
展示会に特化した英会話術講座を
開く。
海外の人に効果的にアピールす

る基本的な考え方を学び、実際の
海外展示会での場面を想定した使
えるフレーズを紹介、ロールプレ
イでの実践練習も行う。講師は英
語表現のプロフェッショナルのギ
ャレス・スウェイン氏。
日 時 １１月５日１５：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４００
◆ロールプレイと豊富なフレーズ
で学ぶ�商談での英会話術講座
海外の新たな取引先開拓のため

には、展示会などを通じた海外企
業との「出会い」から「交渉」ま
でを、英語で行うことが想定され
る。商談開始の挨拶から要点をま

とめるまでの各場面で使える具体
的なフレーズについてロールプレ
イでの実践練習を交えて学ぶ。
講師は英語表現のプロフェッシ

ョナルのギャレス・スウェイン
氏。講義は日本語で行う。
日 時 １１月１２日１５：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４００
◆外国人の心を掴む�英語でマー
ケティングするためのセオリー講
座
海外市場でマーケティング活動

を戦略的に行うためには、英語で
顧客に価値を届け、競争力ある戦

略を構築するための基本的な考え
方や分析手法が必要。
外国人の目線で、外国人の心に

刺さるプレゼン作成や「Think p
ast the sale」（相手がすでに商品
やサービスを購入した前提で話を
進めることで、その後の顧客体験
や満足度までを意識して考えるマ
ーケティング・営業手法）なども
学ぶ。講師は英語表現のプロフェ
ッショナルのギャレス・スウェイ
ン氏。講義は日本語で行う。
日 時 １１月１９日１５：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４００

大阪商工会議所は１１月１４日、
「第２９回買いまっせ�売れ筋商
品発掘市」を開く。今年は会場
をマイドームおおさかに変更。
１０月２８日まで売り手企業の参加
を受け付けている。
同商談会は日本最大級の売り

込み型商談会。大手流通業のバ
イヤーらが買い手企業としてブ
ースを構え、全国の売り手企業
が直接売り込みをかける。現在、
過去最多となる８５社の大手流通

業が買い手企業として参加予
定。午前１０時～午後１時、午後
２～５時（最終入場は午後４時
３０分）、マイドームおおさか（大
阪市中央区）で。売り手企業の
参加費は会員１人９，０００円、一般
同１８，０００円。売り手企業の参加
は先着１，０００人まで。
問合せ 流通・サービ

ス産業部
�６９４４・６４４０ 安藤忠雄氏

photo by 閑野欣次

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

９
日
、「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
制
度
説
明
会
」
を
開
催
す

る
。家

庭
で
消
費
さ
れ
る
ガ
ラ

ス
び
ん
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
、

紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容

器
・
包
装
を
利
用
す
る
「
食

品
・
飲
料
等
の
製
造
事
業

者
」「
容
器
そ
の
も
の
の
製
造

事
業
者
」、容
器
包
装
を
利
用

し
た
商
品
を
販
売
す
る
「
卸

・
小
売
事
業
者
」「
輸
入
業

者
」
に
は
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
っ
て
容
器
包

装
の
再
商
品
化
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
（
同
法
が
規
定

す
る
小
規
模
事
業
者
は
適
用

外
）。同制

度
の
内
容
と
再
商
品

化
義
務
を
果
た
す
た
め
の
事

務
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

公
益
財
団
法
人
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
担
当

者
が
詳
し
く
説
明
す
る
。
終

了
後
に
個
別
相
談
会
も
開

く
。午
後
２
時
〜
４
時
３０
分
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大阪商工会議所は、地域の枠
を超えたスタートアップの販路
開拓支援プログラム「ＣＯＬＵ
ＭＢＵＳ」を、１１月２１日に広島、
１２月４日に東京で実施する。
これは各地の事業会社などと

のビジネスマッチングを目的
に、大阪・関西のスタートアッ
プによるピッチを行うイベン
ト。
広島では「ＡＩ活用」をテー

マに、スポーツ動作解析ソリュ
ーションを手掛けるＴＡＦＤＡ
ＴＡ（大阪）、建設・物流業向け
ＤＸ事業を展開するＳＴＡＲ
ＵＰ（京都）、食品産業に特化し
たＡＩ受注プラットフォームを
提供するｆｏｒ Ｃｒａｆｔｓ
（神戸）が登壇する。

東京では、スタートアップの
支援に注力する札幌、東京、名
古屋、大阪、京都、神戸の６商
工会議所の共催で同イベントを
実施。全国のスタートアップを
集め、事業会社などとの交流・
連携による新たなビジネスの機
会を創出する。いずれも会場、
オンラインで開催し、大阪から
の参加も可能。
大商ではほかにも、仙台、茨

城、北陸、愛媛、福岡などの地
域と連携し、同様のイベントを
定期的に開催。今後もスタート
アップと事業会社との共創によ
る新事業創出を後押しする。
問合せ 産業・技術振興担当

�６９４４・６３００

大
阪
商
工
会
議
所
は
「
大

商
手
帳（
２
０
２
６
）」を
会

員
の
皆
様
に
進
呈
し
ま
す

（
１
面
参
照
）。

手
帳
は
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
欄
、
横
罫

メ
モ
、
年
齢
早
見
表
、
路
線

図
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
コ
ン

パ
ク
ト
か
つ
シ
ン
プ
ル
で
使

い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

■
期
間
�
１１
月
４
日
か
ら
来

年
１
月
１６
日
ま
で
（
在
庫
が

な
く
な
り
次
第
、
終
了
）。
■

冊
数
�
１
会
員
３
冊
ま
で
。

■
方
法
�
会
員
部
会
員
組
織

担
当
と
各
支
部
の
窓
口
で
お

渡
し
。
お
受
け
取
り
の
際
は

会
員
証
（
２
０
２
５
年
度
）

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
郵
送

の
場
合
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク

セ
ス
の
上
、
必
要
事
項
を
ご

入
力
く
だ
さ
い
。
今
回
か
ら

着
払
い
で
お
送
り
い
た
し
ま

す
（
１
冊
�
１
９
０
円
、
２

冊
�
２
３
０
円
、
３
冊
�
３

２
０
円
に
着
払
い
手
数
料
３４

円
を
加
算
）。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
７
４

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
「
関
西
文
化
の
日
」
に

協
力
し
、
１１
月
１５
、
１６
日
を

入
館
料
無
料
で
開
館
す
る
。

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

五
代
友
厚
や
鳥
井
信
治
郎
な

ど
企
業
家
１
０
５
人
の
旺
盛

な
企
業
家
精
神
に
出
会
え

る
。「

関
西
文
化
の
日
」
は
、

参
加
登
録
し
た
関
西
の
美
術

館
な
ど
の
入
場
料
が
各
館
指

定
の
期
間
無
料
と
な
る
も

の
。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
�
４
９
６
４
・
７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
北
支
部

（
支
部
長
�
寺
内
俊
太
郎
・

大
阪
冶
金
興
業
社
長
）
は
、

東
淀
川
区
商
店
会
連
盟
、
東

淀
川
区
と
協
働
し
、「
第
８
回

東
淀
川
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
１１
月

１
〜
３０
日
に
開
く
。

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
、
お
店

の
店
主
が
講
師
と
な
り
、
プ

ロ
な
ら
で
は
の
コ
ツ
な
ど
を

無
料
で
紹
介
す
る
少
人
数
講

座
を
各
店
で
行
う
事
業
。

「
短
期
間
で
結
婚
が
決
ま

る
人
の
婚
活
方
法
」「
疲
労
回

復
セ
ル
フ
ケ
ア
ス
ト
レ
ッ

チ
」「
歩
幅
で
認
知
症
対
策
�

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
」
な
ど
、
全
１５
講
座
が
行

わ
れ
る
。

【
問
合
せ
】
北
支
部
�
６
１

３
０
・
５
１
１
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１４
日
、
大
阪
府
・
大
阪
市
と

と
も
に
令
和
７
年
度
「
Ｉ
Ｒ

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」（
第
２

回
）
を
開
く
。
２
０
３
０
年

秋
頃
の
開
業
を
め
ざ
す
大
阪

Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）

の
実
現
に
よ
る
経
済
活
性
化

や
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
増
加
な

ど
の
効
果
に
つ
い
て
地
域
経

済
の
担
い
手
で
あ
る
地
元
企

業
を
対
象
に
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

神
戸
松
蔭
大
学
人
間
科
学

部
の
青
谷
実
知
代
准
教
授

が
、「
Ｉ
Ｒ
と
大
阪
の
未
来
〜

都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
視

点
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。

大
阪
府
・
大
阪
市
の
Ｉ
Ｒ
推

進
局
の
担
当
者
が
「
区
域
整

備
計
画
」な
ど
を
説
明
す
る
。

午
後
２
時
３０
分
〜
４
時
１５

分
、
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
大
阪
市

北
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

前
回
、
不
正
競
争
防
止
法

第
２
条
第
１
項
第
３
号
の
、

他
人
の
販
売
し
た
商
品
と
形

態
を
そ
っ
く
り
模
倣
し
た
場

合
は
、
差
止
請
求
権
を
有
す

る
と
い
う
規
定
を
説
明
し

た
。
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
だ
。

同
条
項
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
な
条
文
も
あ
る
。
不
正

競
争
防
止
法
第
１９
条
（
適
用

除
外
等
）
第
１
項
第
６
号
で

は
、
第
２
条
第
１
項
第
３
号

に
掲
げ
る
不
正
競
争
と
し
て

「
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る

行
為
『
イ

日
本
国
内
に
お

い
て
最
初
に
販
売
さ
れ
た
日

か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
た
商
品
…
…
』」に
つ
い
て

説
明
し
て
い
る
。

同
条
項
に
は
「
ロ

他
人
の
商
品
の
形
態
を

模
倣
し
た
商
品
を
譲
り

受
け
た
者
（
…
…
）
が

そ
の
商
品
を
譲
渡
し
、
貸
し

渡
し
、
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡

し
の
た
め
に
展
示
し
、
輸
出

し
、
輸
入
…
…
す
る
行
為
」

は
適
用
除
外
と
し
た
条
項
が

あ
る
。
条
文
の
括
弧
内
を
省

略
し
た
が
、
括
弧
内
に
記
載

の
条
文
は
「
そ
の
譲
り
受
け

た
時
に
そ
の
商
品
が
他
人
の

商
品
の
形
態
を
模
倣
し
た
商

品
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

か
つ
、
知
ら
な
い
こ
と
に
つ

き
重
大
な
過
失
が
な
い
者
に

限
る
」
と
あ
る
。
こ
の
規
定

の
趣
旨
は
、
通
常
取
引
し
て

い
る
場
合
に
、
他
人
の
開
発

し
た
商
品
の
販
売
か
ら
３
年

以
内
の
商
品
で
あ
る
、
す
な

わ
ち
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
で
あ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
場
合
は
適
用
除
外
。
た

だ
し
、
重
大
な
過
失
が
あ
る

場
合
は
適
用
除
外
と
し
な
い

と
あ
る
の
で
、
故
意
又
は
そ

れ
に
近
い
状
態
で
事
情
を
知

っ
て
取
引
す
る
場
合
は
適
用

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
チ

ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
２
０

２
５
年
度
）
を
開
講
す
る
。

今
期
は
注
目
度
の
高
い
様
々

な
テ
ー
マ
に
関
す
る
講
演
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
全
１０
回
配

信
す
る
。

第
７
回
は
、
価
値
観
の
多

様
化
が
進
む
現
代
に
お
い

て
、
円
滑
な
人
間
関
係
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
「
人
間
関
係

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜
配
慮
文
化

の
中
で
の
対
話
力
」
と
題
し

て
、
脚
本
家
・
演
出
家
の
植

村
好
宏
氏
が
講
演
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
と
も
に
育
っ
た
Ｚ
世
代
と

の
対
話
で
、「
あ
え
て
タ
ブ
ー

に
触
れ
て
も
表
で
語
り
合

い
、
書
き
合
い
、
表
現
す
る

こ
と
」
の
重
要
性
を
具
体
的

に
語
る
。
多
様
性
の
時
代
に

必
要
な
対
話
力
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
。
配
信
期
間
は

１１
月
１９
日
〜
１２
月
３
日
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大
阪
商
工
会
議
所
は
１７
日
、

第
２０
回
常
議
員
会
を
開
き
、
�

会
員
加
入
�
議
員
の
辞
任
報
告

及
び
退
任
役
員
・
議
員
へ
の
感

謝
状
贈
呈
�
副
支
部
長
選
任
の

同
意
�
�
に
つ
い
て
審
議
し
、

了
承
し
た
。

ま
た
、
�
万
博
後
の
国
際
関

連
事
業
�
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
」
の
開
催

�
メ
ド
テ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
バ
ル

エ
コ
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
の
開
催

�
�
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
法
人
２
万
３
３
０
３
、
団

体
１
０
１
８
、
個
人
７
３
８
９

の
合
計
３
万
１
７
１
０
と
な
っ

た
。

◆
副
支
部
長
の
選
任
（
１０
月
１７

日
）

◎
西
支
部
（
此
花
区
）

大
原
孝
一
・
此
花
区
商
店
会
連

盟
会
長

多様性の時代に
必要な対話力学ぶ

チェンバーカレッジ

１２
月
２３
日
に
会
員
交
流
大
会

▼詳細は
こちら

建
築
家

安
藤
忠
雄
氏
が
講
演

会
員
の
皆
様
に
大
商
手
帳
を
進
呈

▼詳細は
こちら

１１
月
４
日
か
ら

１１
月
１５
、１６
日
は

�
関
西
文
化
の
日
�

大
阪
企
業
家

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

技術シーズ・研究成果発表会

企業と大学・公設試の出会いの場
１２月５日

店
主
が
プ
ロ
の

コ
ツ
を
紹
介

▼詳細は
こちら

東
淀
川
ま
ち
ゼ
ミ

▼詳細は
こちら

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

Ｉ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ミ
ナ
ー
開
催

１２
月
９
日

説
明
会
・
個
別
相
談
会

１１
月
１４
日

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

常常
議議
員員
会会
開開
くく

買買いいままっっせせ！！売売れれ筋筋商商品品発発掘掘市市

�９８�差止請求権の適用が除外される場合
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　当欄は大阪商工会議所に新たに入会された会員紹介の
コーナーです。掲載内容の照会は、各社・団体へお願い
します。また、取引は当事者間の責任で行ってください。

初めまして！

新入会員 で
す

大阪商工会議所は、中期計画「挑戦都市 や
ってみなはれ！ 大阪プラン」の中で「中小企
業の事業承継支援」に取り組んでいます。
問合せ 事業承継・再生支援担当

�６９４４・６２５７

「
後
継
者
は
い
な
い
が
、
取
引
先
や
従
業
員
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
」「
他
の
事
業

を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
新
分
野
に
進
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
」
�
�
こ
う
し
た
相
談
を
受
け
て
い
る
の

が「
大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
が
国
の
委
託
を
受
け
て
設

置
・
運
営
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
事
業
承
継
を
完
了
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

「
会
社
の
縮
小
、先
代
と
の

二
人
体
制
を
経
て
、
新
た
に

採
用
し
た
従
業
員
と
の
二
人

体
制
で
何
と
か
や
っ
て
き
た

が
、
コ
ロ
ナ
や
レ
ー
ザ
ー
加

工
機
の
修
理
な
ど
が
ダ
メ
ー

ジ
と
な
り
、
一
昨
年
末
に
経

営
が
苦
し
く
な
っ
た
。
機
械

を
触
る
の
が
好
き
な
の
で

細
々
と
で
も
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
な
が
ら
も
将
来
に

対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
た

中
、
事
業
承
継
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
て
、
自
社
の
設
備

を
活
か
し
て
や
っ
て
い
た
だ

け
る
人
が
見
つ
か
る
の
で
あ

れ
ば
託
し
て
も
い
い
と
思
っ

た
」。そ
う
語
る
沖
野
広
秋
前

代
表
取
締
役
は
、
２
０
２
５

年
３
月
に
、
板
金
を
内
製
化

し
た
い
と
考
え
て
い
た
ミ
ヤ

ザ
キ
を
譲
受
先
と
し
て
事
業

譲
渡
を
完
了
し
た
。

沖
野
製
作
所
は
、
創
業
５０

年
を
超
え
、
先
代
が
築
き
上

げ
た
事
業
を
２
代
目
と
し
て

引
き
継
い
だ
の
が
、
沖
野
前

代
表
取
締
役
で
あ
る
。「
当
事

業
所
は
、
鉄
板
の
切
断
、
曲

げ
、溶
接
加
工
を
通
し
て
、配

電
盤
、
制
御
盤
な
ど
を
つ
く

り
、一
部
機
械
装
置
の
外
板
、

フ
レ
ー
ム
な
ど
の
溶
接
を
手

が
け
て
き
た
」と
振
り
返
る
。

沖
野
氏
は
、
事
業
承
継
の

可
能
性
を
探
る
中
、
大
阪
信

用
保
証
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
、
そ
こ
で
講
師

を
務
め
て
い
た
大
阪
府
事
業

承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ

ー
の
存
在
を
知
っ
た
。
そ
し

て
、
同
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て

ミ
ヤ
ザ
キ
の
宮
崎
薫
代
表
取

締
役
と
出
会
っ
た
。

「
大
阪
信
用
保
証
協
会
主

催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
い
ろ
い

ろ
な
気
付
き
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
セ
ン
タ
ー
さ
ん
が
来

て
く
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
悩

み
を
聞
い
て
く
れ
て
話
し
や

す
か
っ
た
。
面
談
後
、
何
社

か
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
が
上

手
く
い
か
ず
、
も
う
無
理
か

な
と
不
安
に
思
う
こ
と
も
あ

っ
た
」
と
沖
野
氏
は
話
す
。

２４
年
３
月
か
ら
、
同
セ
ン

タ
ー
が
沖
野
氏
の
事
業
承
継

支
援
を
開
始
。同
年
１２
月
、同

セ
ン
タ
ー
立
ち
合
い
の
も

と
、
沖
野
氏
と
宮
崎
氏
が
初

め
て
の
ト
ッ
プ
面
談
を
行
っ

た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の

後
の
面
談
の
立
ち
合
い
、
必

要
資
料
、
事
業
譲
渡
に
向
け

た
各
種
契
約
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
実
施
し

た
。沖

野
氏
は
「
セ
ン
タ
ー
の

支
援
を
も
っ
と
早
く
受
け
て

い
れ
ば
よ
か
っ
た
。
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
相
談
が
で
き
た

だ
ろ
う
し
、
あ
ん
な
に
下
を

向
く
こ
と
な
く
、
前
向
き
に

過
ご
せ
た
だ
ろ
う
」
と
思
い

返
し
た
。

同
事
業
所
を
譲
り
受
け
た

の
は
宮
崎
氏
。
産
業
機
械
メ

ー
カ
ー
に
塗
装
も
含
め
て
一

か
ら
十
ま
で
一
式
完
成
品
を

納
め
、
付
随
し
て
建
築
金
物

も
扱
う
。

「
当
初
は
、
５０
代
に
な
り
、

自
身
の
事
業
承
継
に
つ
い
て

情
報
収
集
す
る
目
的
で
、
大

阪
信
用
保
証
協
会
の
相
談
会

に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か

け
」と
宮
崎
氏
は
振
り
返
る
。

「
そ
の
相
談
会
で
、自
身
の
事

業
承
継
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

話
し
て
い
る
う
ち
に
、
逆
に

『
譲
受
側
と
し
て
ど
う
で
す

か
？
』
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
て
、『
確
か
に
』
と

思
っ
た
」
と
宮
崎
氏
。

譲
渡
側
が
抱
え
る
借
入
金

を
も
の
と
も
せ
ず
に
「
自
分

た
ち
で
こ
こ
に
第
二
工
場
を

た
て
て
、
こ
う
い
う
こ
と
に

お
金
を
使
っ
て
と
い
ろ
い
ろ

考
え
る
と
、
自
分
た
ち
で
土

地
を
借
り
て
、
保
証
金
を
払

っ
て
と
手
を
か
け
る
こ
と
を

差
し
引
き
し
て
考
え
た
ら
、

譲
受
を
そ
ん
な
に
負
担
に
思

わ
ず
計
算
で
き
た
。
何
よ
り

分
野
が
良
か
っ
た
。
我
々
の

外
注
費
を
内
製
化
す
る
の

で
、
数
字
的
な
メ
リ
ッ
ト
は

分
か
っ
て
い
た
」と
話
す
。そ

し
て
、「
沖
野
製
作
所
の
技
術

と
生
産
能
力
を
考
え
る
と
、

仕
事
を
取
れ
る
幅
も
広
が
る

と
も
思
っ
た
。だ
か
ら
、お
互

い
一
緒
に
な
る
こ
と
を
前
提

に
ミ
ヤ
ザ
キ
の
仕
事
を
手
伝

っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら
始

め
た
」と
宮
崎
氏
は
話
す
。す

る
と
、面
談
直
後
か
ら「
こ
ん

な
仕
事
で
き
ま
す
か
？
」
を

皮
切
り
に
、
仕
事
の
や
り
と

り
が
始
ま
り
、
こ
れ
な
ら
一

緒
に
や
っ
て
い
け
る
と
い
う

自
信
が
持
て
る
ぐ
ら
い
仕
事

が
増
え
た
。
「
年
下
で
あ
る

の
に
兄
貴
の
よ
う
に
思
え
る

宮
崎
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と

で
沖
野
製
作
所
を
発
展
さ
せ

て
い
け
る
と
思
う
よ
う
に
な

っ
て
い
た
」
と
沖
野
氏
が
語

る
。そ

し
て
、
株
式
譲
渡
の
調

印
式
を
終
え
て
６
カ
月
経
つ

こ
ろ
に
は
、
売
り
上
げ
が
３

倍
に
も
達
す
る
相
思
相
愛
の

好
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

今
回
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
担

当
し
た
同
セ
ン
タ
ー
の
サ
ブ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
沖
野
製

作
所
は
長
年
積
み
上
げ
て
き

た
生
産
技
術
が
あ
る
一
方

で
、
厳
し
い
業
界
の
逆
風
で

今
後
の
先
行
き
に
不
安
を
持

っ
て
い
た
。一
方
、ミ
ヤ
ザ
キ

は
持
ち
前
の
営
業
力
で
多
く

の
案
件
を
受
注
す
る
一
方
で

生
産
能
力
の
拡
大
が
喫
緊
の

課
題
だ
っ
た
。
お
互
い
の
強

み
・
弱
み
を
補
完
で
き
、
そ

れ
が
売
り
上
げ
拡
大
と
い
う

結
果
に
な
り
、
大
変
良
か
っ

た
」
と
話
す
。

中小企業の事業承継を
支援するため、大阪府事
業承継・引継ぎ支援セン
ターは、地域金融機関と
様々な連携施策を実施し
ている。大阪信用保証協
会は、同センターと連携
し、職員向け事業承継勉
強会、協会利用者を対象
とした事業承継支援セミ
ナーや、各部支店での事
業承継個別経営相談会を
実施している。大阪信用保証協会における
事業承継支援にかかる取組みについて、大
阪信用保証協会経営支援部経営支援課の秋
山智課長に話を聞いた。
「当協会では、事業承継の形態に応じた

保証制度のご用意、引継ぎ支援センターと
の連携、金融機関などとのネットワーク構

築などにより、事業承継に課題をお持ちの
お客様を多面的にサポートしています。事
業承継個別経営相談会の実施時には、事業
承継・引継ぎ支援センターの方が当協会の
各部支店に出張していただいていること
で、利用者の方の距離的な負担が減り、必
要な方に支援を届けやすくなっています。
今後も地域の事業者支援態勢におけるハブ
機能の強化を図り、�金融と経営のトータル
サポーター�として、一歩先を見据えた事
業者支援に主体的に取り組んでいきます」

大阪信用保証協会
経営支援部

経営支援課課長
秋山 智氏

大阪信用保証協会門真支店で開かれた協会利用
者対象事業承継個別経営相談会

�沖野製作所大東工場で撮影する（左から）宮崎薫代表取締役、
沖野広秋前代表取締役�２０２５年２月に開催した株式譲渡契約調
印式で記念撮影に臨んだ

（譲受側）
▽事業所名 ミヤザキ
▽創 業 ２００６年宮崎産

業創業
▽所 在 地 大阪府八尾市
▽事業内容 溶接全般、吹

付塗装、組立、
営繕制作

�支援先の概要�
（譲渡側）
▽事業所名 沖野製作所
▽設 立 １９９０年
▽所 在 地 大阪府大東市
▽事業内容 鉄・ステンレ

スのレーザー
加工切断、折
り曲げ加工な
ど

「
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な

り
ま
し
た
…
…
」。駅
か
ら
近

く
条
件
も
良
い
サ
ー
ビ
ス
業

を
Ｍ
＆
Ａ
で
譲
受
し
た
Ａ
さ

ん
。
新
装
オ
ー
プ
ン
日
を
指

折
り
数
え
る
心
お
ど
る
毎
日

で
し
た
。
し
か
し
、
競
合
大

手
が
目
と
鼻
の
先
に
近
日
中

に
進
出
す
る
こ
と
を
噂
で
知

り
ま
す
。
価
格
も
自
社
よ
り

は
る
か
に
安
価
で
「
負
け
」

は
ほ
ぼ
確
実
。「
売
り
手
は
知

っ
て
い
た
の
で
は
？
」
と
疑

心
暗
鬼
に
な
る
一
方
、
自
身

の
リ
サ
ー
チ
不
足
に
悔
や
む

毎
日
で
す
。

Ｍ
＆
Ａ
で
買
い
手
が
悔
や

む
ケ
ー
ス
は
残
念
な
が
ら
あ

り
、
そ
の
要
因
は
調
査
不
足

に
よ
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ

ま
す
。
Ｍ
＆
Ａ
は
社
運
を
か

け
た
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
は
ず
で
す
が
、
利
害
関
係

人
の
多
さ
や
複
雑
な
ス
キ
ー

ム
、
専
門
性
の
高
さ
な
ど
か

ら
「
売
り
手
の
話
を
う
の
み

に
す
る
」「
仲
介
会
社
に
頼
り

き
り
」
で
済
ま
せ
、
失
敗
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
方
、
成
功
さ
れ
て
い

る
方
は
、
自
分
で
確
認
し
前

進
す
る
努
力
を
惜
し
み
ま
せ

ん
。Ｂ

さ
ん
は
、
特
許
を
保
有

し
て
い
る
技
術
力
の
高
い
会

社
の
譲
受
を
検
討
し
て
い
ま

し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
に
相
談

に
来
ら
れ
た
と
き
に
は
、
市

場
開
拓
戦
略
や
シ
ナ
ジ
ー
効

果
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
気
迫
と
努
力

が
伝
わ
っ
て
く
る
素
晴
ら
し

い
プ
レ
ゼ
ン
で
、
後
の
資
金

調
達
に
も
効
力
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
Ｍ
＆
Ａ
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
Ｂ
さ
ん
は
、
買
収
監

査
時
は
汗
だ
く
に
な
っ
て
棚

卸
し
を
行
い
、
契
約
書
策
定

時
に
は
事
前
勉
強
し
た
内
容

を
も
と
に
意
見
を
し
っ
か
り

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
奮

闘
し
た
結
果
、
無
事
ご
成
約

に
至
り
、
今
で
は
事
業
を
大

き
く
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
も
全
て
自
分
で
済

ま
せ
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
専
門
家
や
支
援
機
関

を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、

主
体
的
に
動
い
て
い
た
「
努

力
の
人
」と
い
う
印
象
で
す
。

Ｍ
＆
Ａ
は
会
社
の
成
長
に

寄
与
す
る
素
晴
ら
し
い
手
法

と
な
り
得
ま
す
。「
努
力
の

人
」
と
な
っ
て
そ
の
夢
を
叶

え
ま
し
ょ
う
。

�AIのよろず屋、大阪にいます

�STAR AI
�０９０・７３７６・０２９７

AIで�本当に使える�仕組みを提供す
るSTAR AI。企業の挑戦を支え、地域の
成長と新しい価値創
出に寄り添います。
大手保険会社様、通
信会社様など、大企
業の実績も多数。

�もっと知られるべき魅力を発信

�ORANGE SENSE
�０７０・９３５２・７４４１

ORANGE SENSEは、もっと世界に知
られるべき魅力ある情報・商品・サービ
スを積極的に
発信していく
サポートをす
る総合PR会
社です。

�中小企業に寄り添う弁護士

喜多啓公法律事務所 弁護士喜多宛
�０５０・５５２７・３１１６

契約・人事・債権などのガバナンス、
ＧＸ・脱炭素・ビジ
ネスの人権などの経
営戦略に対応してビ
ジネスの「守りと攻
め」を法務でサポー
トします。

沖
野
製
作
所
沖
野
広
秋
前
代
表
取
締
役
と

譲
受
側
・
宮
崎
薫
代
表
取
締
役
に
聞
く

中小企業の事業引継ぎ ハンズオン支援

Ｍ
＆
Ａ
の
譲
り
受
け
、

努
力
の
人
に
な
ろ
う

第
５
章

主体的な取り組みを

協会利用者対象に
事業承継の個別経営相談会

大阪信用保証協会

▼センター
のＨＰ

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

私私のの事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡ。。悔悔ややままなないいたためめののイイロロハハととはは？？

得
意
な
分
野
も
社
長
の
性
格
も

補
完
し
あ
う
事
業
引
継
ぎ
実
現

２０２５年（令和７年）１０月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８６（５） 特 集
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大阪・関西万博開幕以降、万博の会場内外で、各国・地域主催イベン
トが開催された。各イベントへは大阪商工会議所から正副会頭や部会長
・委員長らが出席しており、その一部を下記の通り紹介する。 大

阪
商
工
会
議
所
と
大
阪
信
用
金
庫
は
７
〜
１３
日
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
大
阪
ヘ
ル

ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
内
展
示
エ
リ
ア
「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
展
示
企
画
「
身
近

な
課
題
や
世
界
の
お
困
り
ご
と
を
大
阪
の
町
工
場
が
解
決
し
ま
す
！
」
を
出
展
し
た
。

７３
社
が
業
種
の
壁
を
超
え
て
結
集
し
、「
発
展
型
車
い
す
」「
次
世
代
農
業
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
１９
の
革
新
的
な
試
作
品
を
世
界
に
発
信
。
多
く
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
、「
大
阪
の

町
工
場
が
こ
こ
ま
で
未
来
の
技
術
を
具
体
化
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
た
。

こ
の
「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
で
は
、
下
請
け
依
存

か
ら
脱
却
し
、
自
律
的
な
成

長
を
目
指
す
町
工
場
が
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
大
学
と
連

携
し
、
高
度
な
技
術
力
と
機

動
性
を
結
集
。
１９
の
展
示
で

は
、
高
齢
化
社
会
の
移
動
の

困
難
さ
、
食
糧
問
題
、
環
境

負
荷
と
い
っ
た
喫
緊
の
社
会

課
題
に
、
大
阪
な
ら
で
は
の

視
点
か
ら
具
体
的
な
解
決
策

を
提
案
し
た
。
特
に
、
人
の

感
情
を
セ
ン
シ
ン
グ
す
る
技

術
や
、
ペ
ル
チ
ェ
素
子
を
活

用
し
た
自
動
温
度
調
節
服
な

ど
、
異
業
種
間
の
「
共
創
」

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
独
創
的

な
ア
イ
デ
ア
に
、
国
内
外
の

メ
デ
ィ
ア
や
企
業
関
係
者
か

ら
高
い
関
心
が
集
ま
っ
た
。

「
飛
行
船
Ｚ
ｉ
ｐ
ａ
ｎ
ｇ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ
う
な

夢
の
あ
る
壮
大
な
挑
戦
か

ら
、「
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
３
Ｄ

人
工
骨
」
と
い
っ
た
人
々
の

命
に
直
結
す
る
医
療
技
術
ま

で
、
多
く
の
来
場
者
が
熱
心

に
説
明
に
耳
を
傾
け
、
試
作

品
に
触
れ
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
の

進
化
に
驚
く
声
や
、
技
術
の

社
会
実
装
に
期
待
す
る
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

大
商
は
、
万
博
レ
ガ
シ
ー

事
業
を
本
格
始
動
す
る
。
具

体
的
に
は
、
出
展
企
業
を

「
核
」
に
、新
規
参
画
を
希
望

す
る
町
工
場
を
巻
き
込
み
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
。
ま

た
、
万
博
で
得
ら
れ
た
知
見

や
技
術
を
他
の
多
く
の
中
小

企
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
技
術
の
社
会
実
装
支
援
を

強
化
す
る
。事
業
戦
略
策
定
、

資
金
調
達
、販
路
開
拓
な
ど
、

製
品
の
市
場
投
入
に
向
け
た

伴
走
支
援
を
大
阪
信
用
金
庫

と
共
同
で
加
速
さ
せ
る
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

大商の鳥井信吾会頭（右から４人目）、関西イノベーショ
ンセンターの早乙女実理事長（同５人目）と記念撮影す
るグローバル・シェイパーズの皆さん�１１日、万博会場

大
阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー

マ
ウ
ィ
ー
ク
と
連
動
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
終
回
が
１１

日
、
大
阪
市
此
花
区
の
万
博

会
場
で
開
か
れ
た
。
こ
れ
は

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
傘
下

の
団
体
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ

ェ
イ
パ
ー
ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
大
阪
ハ
ブ
」
が
立
ち
上
げ

た
「
シ
ェ
イ
プ
・
ニ
ュ
ー
ワ

ー
ル
ド
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

（
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
）
」
が
主
催
す
る

も
の
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
０

２
４
年
か
ら
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー

ク
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
を

支
援
。
事
前
の
調
査
研
究
と

し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
の
有
識

者
会
議
を
開
催
。

第
２５
回
と
な
る
「
未
来
を

想
像
す
る
こ
と
で
、
創
造
す

る
、若
者
た
ち
の
こ
れ
か
ら
」

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
登
壇
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
・
シ
ェ
イ
パ
ー
ズ
８
人

が
各
回
の
議
論
の
内
容
を
振

り
返
っ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

鳥
井
信
吾
会
頭
は
「
シ
ェ
イ

プ
・
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
・
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
で
は
、
世
界
の

問
題
を
提
起
し
、
そ
の
意
味

を
求
め
、
解
決
を
探
る
試
み

を
さ
れ
て
き
た
。
万
博
は
閉

幕
す
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
登
壇
し
た
２０
カ
国
、
１
１

５
人
以
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
友
情
、
絆
は
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
世
代
交
代
は

大
体
３０
年
で
さ
れ
る
。
今
回

の
ス
タ
ー
ト
は
小
さ
い
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
３０
年
間

続
け
て
い
け
ば
、
世
界
に
少

し
影
響
を
与
え
る
。
ま
ず
は

次
の
リ
ヤ
ド
万
博
ま
で
続

け
、
次
の
目
標
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

出展者と交流しながら視察する
（左上から時計回りに）大商の
鳥井信吾会頭、立野純三副会頭、
吉田昌功副会頭、大阪信用金庫
の�井嘉津義理事長、大商の本
荘武宏副会頭、�瀬恭子副会頭、
東和浩副会頭�万博会場

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
・
関
西
万
博
を
見
据
え
、

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
と
も
に
暮

ら
す
未
来
社
会
の
実
現
に
資

す
る「
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
異
業
種

企
業
と
、
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
実
験
・
実
証
す
る
共
同

実
験
場
と
し
て
、「
コ
モ
ン
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
」
を
２
０
２
１
年
に
中
西

金
属
工
業
（
大
阪
市
北
区
）

敷
地
内
に
設
置
し
、
メ
ン
バ

ー
シ
ッ
プ
制
で
運
営
を
し
て

い
る
。

コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
運
営
委
員
会

（
竹
中
工
務
店
、
中
西
金
属

工
業
、
日
立
製
作
所
、
ｇ
ｌ

ｕ
ｏ
ｎ
、三
菱
総
合
研
究
所
、

大
商
）
は
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ラ
イ
フ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
期
間

展
示
『
未
来
社
会
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
事
業
』「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

ラ
イ
フ
万
博
・
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
ラ
イ
フ
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
」
に
９
月
３０
日
〜
１０
月
６

日
の
期
間
で
出
展
し
た
。

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ラ
イ
フ
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
で
は
、
骨

格
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
ヘ
ッ

ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
活
用
し
、
事
前
予
約
で
募

っ
た
体
験
者
に
大
阪
・
関
西

万
博
会
場
内
と
会
場
外
を
つ

な
ぐ
未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
体
感
い
た
だ
い

た
。体

験
者
以
外
に
も
、
連
日

多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
、「
将

来
の
社
会
実
装
に
向
け
て
実

証
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
た
ほ
か
、
出

展
者
と
の
活
発
な
交
流
も
行

わ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪・関西万博会場内と会場外をつなぐ未来のコ
ミュニケーションを体感する参加者�万博会場

関
西
商
工
会
議
所
連
合
会

（
事
務
局
�
大
阪
商
工
会
議

所
）
は
、
大
阪
・
関
西
万
博

の
地
元
商
工
会
議
所
（
ホ
ス

ト
）
と
し
て
全
国
の
商
工
会

議
所
か
ら
の
万
博
視
察
を
受

け
入
れ
た
。

対
象
は
、
全
国
５
１
５
商

工
会
議
所
が
事
務
局
を
務
め

る
部
会
や
委
員
会
な
ど
の
団

体
。
全
国
に
お
け
る
万
博
の

機
運
醸
成
、
来
場
者
の
増
加

に
つ
な
げ
る
た
め
に
実
施
し

た
。
万
博
会
期
中
の
約
半
年

間
で
、
全
国
４６
都
道
府
県
の

４
６
３
団
体
・
１
万
２
４
２

２
人
を
受
け
入
れ
た
。

視
察
申
し
込
み
は
、
大
商

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付

け
、
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
や

会
場
内
の
施
設
な
ど
来
場
に

関
す
る
基
本
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
参
加
者
全
員

に
記
念
品
を
進
呈
。
視
察
当

日
は
、
ゲ
ー
ト
付
近
で
大
商

職
員
の
べ
６
９
６
人
が
視
察

団
を
出
迎
え
、
入
場
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
。

各
地
の
会
議
所
か
ら
は
、

「
実
際
に
視
察
し
た
こ
と
で
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
素
晴
ら

し
さ
が
実
感
で
き
た
」「
今
回

は
商
工
会
議
所
の
視
察
だ
っ

た
が
、
会
期
中
に
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
再
訪
し
た
い
」「
大
変

な
混
雑
だ
っ
た
が
、
サ
ポ
ー

ト
の
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ

な
入
場
、
視
察
が
で
き
て
助

か
っ
た
」
な
ど
、
喜
び
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
８

日
、
貝
塚
市
の
水
間
寺
や
水

間
鉄
道
、
み
か
ん
狩
り
な
ど

を
め
ぐ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
（
写
真
）。

外
国
人
の
視
点
で
大
阪
府

南
部
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
周
遊
観
光
を
促
す
こ
と

が
目
的
で
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
関
係

者
が
参
加
し
た
。
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
の
は
、
欧
州
の
マ

ル
タ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ア
ジ

ア
の
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
カ

リ
ブ
海
地
域
の
グ
レ
ナ
ダ
、

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ネ

イ
ビ
ス
、
ア
フ
リ
カ
の
ス
ー

ダ
ン
の
８
カ
国
計
１０
人
。

参
加
者
か
ら
は
、「
自
国
に

は
な
い
み
か
ん
狩
り
が
楽
し

か
っ
た
」「
地
元
の
人
も
利
用

す
る
電
車
や
カ
フ
ェ
で
、
日

本
の
普
段
の
暮
ら
し
を
体
験

で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

同
ツ
ア
ー
は
大
商
が
取
り

組
む
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
活

性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、

実
施
。
参
加
者
の
意
見
も
踏

ま
え
観
光
ツ
ア
ー
の
商
品
化

を
目
指
す
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３ 大商は全国４６都道府県の商工会議所から４６３団体・

１２，４２２人の視察を受け入れた

大商側出席者
吉田昌功副会頭

久保河内信雄貿易部会副部会長

東和浩副会頭

鳥井信吾会頭

立野純三副会頭

更家悠介常議員

和田知徳貿易部会長

鳥井信吾会頭
�瀬恭子副会頭、�濱悟貿易部会副部
会長
岡広史中国ビジネス委員長

森島弘光国際ビジネス委員長

古川弘成中国ビジネス委員会副委員長

更家悠介常議員

�瀬恭子副会頭

�濱悟貿易部会副部会長

更家悠介常議員

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

東和浩副会頭

岡広史中国ビジネス委員長

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

鳥井信吾会頭

黒田章裕副会頭

久保河内信雄貿易部会副部会長

立野純三副会頭

�瀬恭子副会頭

鳥井信吾会頭

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

鳥井信吾会頭

鳥井信吾会頭、舩山徹貿易部会副部会
長
鳥井信吾会頭

井内摂男専務理事

�瀬恭子副会頭

�瀬恭子副会頭、近藤博宣常務理事・
事務局長
�瀬恭子副会頭
鳥井信吾会頭、古川弘成国際ビジネス
委員会副委員長
古川弘成国際ビジネス委員会副委員長

�濱悟国際ビジネス委員会副委員長

鳥井信吾会頭、岡広史常議員

�瀬恭子副会頭、更家悠介常議員

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

鳥井信吾会頭

岡広史常議員

立野純三副会頭

丸山具彦国際ビジネス委員会副委員長

鳥井信吾会頭

事業名
建国記念日レセプション

ナショナルデーイベント
経済使節団来日記念レセ
プション
ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント
未来を拓くスマート・ビ
ジネスパートナーシップ
―インドの可能性―
ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

山東省ウィークイベント

ナショナルデーイベント

山東省済南デーイベント

ナショナルデーイベント

スペシャルデーイベント

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント
寧夏回族自治区デーイベ
ント

ナショナルデーイベント

黒竜江省デーイベント

河南省ウィークイベント

ブルーアフリカナイト

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント
She Shapes Scienc
e：オーストリアと日本
におけるSTEM分野の
女性
ナショナルデーイベント

青海省デーイベント
中西部セミナー・レセプ
ション

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント
日本ークロアチア ビジ
ネスフォーラム
持続的で先進的な未来を
つくる女性たちを称える
レセプション

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

投資フォーラム

ナショナルデーイベント

マカオウィークイベント
ピエモンテ州レセプショ
ン
ナショナルデーイベント
内モンゴル自治区デーイ
ベント
ガラ・パーティー関西
２０２５
ナショナルデーイベント

イブニングレセプション

上海デーイベント

クロージングセレモニー

国・地域名
フランス

ジンバブエ
ルクセンブル
ク
アメリカ

コロンビア

エジプト

インド

チェコ

キューバ

中国

アンゴラ

中国

中央アフリカ

アセアン

パキスタン

インド

中国

タイ

中国

中国

アフリカ

シンガポール

ベナン

モルドバ

オーストリア

マレーシア

中国

アメリカ

ベトナム

フランス

クロアチア

英国

フィジー

スリランカ

ポーランド

ポーランド

中国

イタリア

ウガンダ

中国

フランス

カーボベルデ

スウェーデン

中国

中国

日程
７月１４日

７月１６日

７月１９日

７月２０日

７月２３日

７月２４日

７月２５日

７月２９日

７月３０日

８月１日

８月８日

８月１４日

８月１５日

８月１８日

８月１９日

８月２１日

８月２３日

８月２４日

８月２９日

８月３１日

９月１日

９月８日

９月９日

９月１３日

９月２１日

９月２２日

９月２５日

９月２７日

９月３０日

１０月１日

１０月３日

１０月８日

１０月９日

１０月１０日

１０月１１日

１０月１３日

大商が万博視察受け入れ
全国の商議所から４６３団体・１２，４２２人

�
万
博
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー
ク
�連
動
シ
ン
ポ

鳥
井
会
頭
が
最
終
回
で
あ
い
さ
つ

万博出展
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
運
営
委
員
会

未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
の
機
会
提
供

大阪の周遊観光促進へ
万博海外スタッフ対象

モデルツアー実施

大阪・関西万博
各国・地域主催イベントに正副会頭らが出席

大阪・関西万博 リボーンチャレンジ

町工場７３社が課題解決へ技術力を結集
１９
の
試
作
品
を
発
信

（６）２０２５年（令和７年）１０月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８６




